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一研究報 告 一
大学病院に勤務する看護師の倫理的問題に関する認識調査
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RESEARCH FOR THE ETHICAL RECOGNITIONS IN NURSES 
WORKING AT THE UNIVERSITY HOSPITAL 
Matsumoto H, Miki S, Higashimura A, Nenbai E. 
要 旨
本研究の目的は、当院に勤務する看護師の倫理的問題に関する認識を明らかにすることである。研究方法は、Thompson.












1.は じめ に	 2.調 査期 間
今日、科学技術の進歩によって急速に変化 し発展する現 2005年3月16日 か ら3月22日
代医療と、患者の権利意識の拡大から看護師が業務上の倫




知識と倫理的な問題に気付 く感受性を高めるため、倫理に 4.調 査内容
関する講演会を開催 し、「看護師の責任と倫理」に関する 1)対 象の属性




の同定から始まるといわれている1)。そこで、当院に勤務 6)倫 理問題解決のために望むサポー ト
する看護師の倫理的問題 に関する認識を調査 したので報 倫理的問題に対する認識は、Thompson.J.Eら の 「倫



































各設問 にお いて 「感 じる」の平均 が85.4%、 「感 じな い」
の平均が4.4%で あ り、 「感 じる」 の回答率90%以 上 を多
い とし、80%以 下 を少な いと した。「感 じない」の回答率
は5%以 上を多 いと した。 また、 「迷 う」を除いた各場面
の回答 と年齢、看護 師経験年数(10年 目以下 と11年 目以
上)、 専門最終 学歴(修 士 ・4年 制大学卒 と短大 ・専門学
校 卒)、 職位(ス タ ッフ と副師長 ・師長)、 倫理 に関す る学
習経験の有無について κ2検 定 を用いて分析 した。有意水









アンケー トの回収率は504名(91.3%)、 有効 圓答 は485
名(962%)で あ った。回答者の属性は、男性20名(4.1%)、
女性465名(95.9%)で あった 。平均年齢 は、34.2±10.0
歳で あった。 うち20代 が209名(43.5%)、30代が156






























で あった。看護師経験年数 は、平均11.8±9.8年 であった。
職位 はスタ ッフ看護師376名(80.5%)で あ った。副
看護師長47名 、看護師長44名 で管理職 の任 にある者が
計91名(19.5%)で あった。専門分野 にお ける最終 学歴
は、准 看護 師専 門学校卒7名(1.5%)、 専門学校卒170名
(35,3%)、 短大2年 制卒12名(2.5%)、 短大3年 制卒156
名(32.4%)、4年 制大学卒123名(25.6%)、 修 士9名
(1.9%)、 であった。また、・最終学歴別 の看護師経験年数
の平均 は、修士 ・4年 制大学卒42±4.8年 、短大 ・専 門学
校 卒14.6±9.6年 で あった。
2.倫	理的問題 に関す る感受性 につ いて(表2)
「倫 理原則 に関す る問題」に関して 「感 じる」が多 いの
は、④rVIP待 遇」446名(92.5%)、 ① 「家族が治療選
択 」443名(91.5%)、 ③ 「医師の指示」434名(90.2%〉
で あった・「感 じる」が少ないのは}② 「同僚の判 断」373
名(78.9%)で あった。
「個 人の権利 に関す る問題」に関 して 「感 じる」が多い
のは、⑥ 「情報 無 し治療選択」459名(95.6%)、 ⑨ 「医
療者側 の選択」430名(90.9%)で あった。「感 じる」が
少 ないのは、⑧ 「患 者情 報の共有 」331名(70.0%)で あ
った。「感 じない」は⑧ 「患者情報の共有」87名(11,6%)
が多か った。
「義務 と責務 に関す る問題」に関 して 「感 じる」が多 い
の は、⑪ 「治験 ・臨床研究」465名(97.5%)で あった 。
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①家族が治療選択 ②同僚の判断 ③医師の指示 ④VIP待 遇 ⑤インシデント
感じる 443 373 434 ... 431
感じない 6 27 15 15 4
迷う 35 73 32 zi 47
合計 ICI 473 481 482 ,;
B.倫 理的に認め られる個人の権利に関する問題
⑥情報なし治療選択 ⑦治療優先 ⑧患者情報の共有 ⑨医療者側の選択 ⑩患者意志に反する
感 じる 459 .; 331 430 399
感 じない 3 6 55 9 6
迷う 18 45 87 34 67
合計 480 479 473 473 472
C.医 療者が果たすべき義務と責務に関する問題
⑪治験 ・臨床研究 ⑫能力を超える仕事 ⑬抑制
感じる 465 381 410
感じない 4 43 21
迷う 8 49 45
合計 477 473 476
D.倫 理的忠誠に関する問題 E.生 命と生殖に関する問題
⑭情報の電子化 ⑮個人情報 ⑯真実を伝えない⑰ターミナル期 ・脳死 ⑱個人の習慣
感 じる 402 393 317 .; 359
感 じない 39 46 45 11 29
迷う 29 33 115 35 88
合計 470 472 477 474 476
「感 じない」 は、⑫ 「能力を超える仕事」43名(9 .1%) 超える仕事」、⑬ 「抑制」と経験年数(表4)、 ⑧ 「患者情
が多 かった。 報の共有」、⑯ 「真実を伝えない」、⑱ 「個人の習慣」と職
「倫理的忠誠 に関する問題」 に関 して、 「感 じる」が多 位の有無(表5)で 有意差(p<0.05)を 認め、11年 目以
い項 目はなか った。「感 じる」 が少ないのは、⑯ 「真実 を 上の経験者や副師長 ・師長の方が倫理的問題に関する認識
伝えな い」317名(66.5%)。 「感 じなしMは 、⑮ 「個人情が高くなっていた。
報」46名(9.7%)、 ⑯ 「真実 を伝 えな い」45名(9.4%)、 
⑭ 「情報の電子化」39名(8.3%)が 多かった。 3.倫 理的 問題 への対応 方法 につ いて(図1)
「生命 と生殖 に関す る問題 」に関 して、 「感 じる」 が多 最 もよ く採 られた対応方 法は、「上司に相 談する」で390
いのは、⑰ 「ター ミナル期 ・脳死」428名(90,3%)、 「感 名(80.7%)で あった 。次 に 「同僚 に相談す る」364名
じる」が少な いの は、⑱ 「個 人の習慣」359名(75,4%) (75.4%)、 「カ ン ファ レンス を開 いて話 し合 う」253名
であった。 (52.4%)の 順 に多 かった。一方 、「そ のままにす る」、「深
属性 と倫理 的場面の関係で は、② 「同僚の判断」、⑧ 「患 く考えない」とい った 回避 的な方法を とる者は、それぞれ
者情報 の共有」、⑫ 「能 力を超 え る仕事」、⑬ 「抑 制」、⑯ 33名(6.8%)、25名(5.2%)と少なか った。 「診療看護
「真 実を伝 えな い」 と専 門最終 学歴で有意差(p<0 .05) 相談 室に相談す る」は13名(2。7%)と 最 も少なか った 。 
を認め、修士 ・4年 制大 学卒は感 じる者 が少 なかった。(表 
3)② 「同僚の判 断」、⑧ 「患者情報 の共有」、⑫ 「能力 を
74
 
大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌Vbl.12No.1(2006)
表3専 門 最 終 学 歴 と倫 理 的 問 題 に 関 す る 認 識 単 位:人
② 同僚 の判 断
感 じる 感 じな い 合 計
短 大 ・専 門 学校 卒278正3291





⑧ 患 者 情 報 の共 有
感 じる 感 じな い 合 計
短 大 ・専 門 学校 卒24430274





⑫ 能 力 を超 え る 仕 事
感 じる 感 じな い 合 計
短 大 ・専 門 学校 卒27825303






感 じる 感 じな い 合 計
短 大 ・専 門 学校 卒3029311





⑯ 真 実 を伝 え な い
感 じる 感 じな い 合 計
短 大 ・専 門 学校 卒22924253





表4経 験 年 数 と 倫 理 的 問 題 に 関 す る 認 識 単 位:人
② 同 僚 の判 断











⑧ 患 者情 報 の 共 有











⑫ 能 力 を 超 え る仕 事



























スタッフ看護師 248 51 299
副師長 ・師長 69 3 72
合計 317 54 371
p=0.005
⑯真実を伝えない 
感 じる 感じない 合計
スタッフ看護師 240 43 283
副師長 ・師長 68 2 70




スタッフ看護師 275 28 303
副師長 ・師長 7i 1 72





感 じる 感じない 合計
部署での検討会の経験あり 200 22 222
部署での検討会の経験なし 101 22 123
合計	 301 44 345
p=0.043
⑨医療者側の選択 
感じる 感 じない 合計
部署での検討会の経験あり 249 i 250
部署での検討会の経験なし 171 8 179
合計	 420 9 429
p=0.005
⑯真実を伝えない 
感 じる 感じない 合計
部署での検討会の経験あり 185 19 204
部署での検討会の経験なし 124 26 150




































































た。最終学歴 と② 「同僚の判断」、⑧ 「患者情報の共有」、 
⑫ 「能力を超える仕事」、⑬ 「抑制」、⑯ 「真実 を伝えない」
の場面との関係においては修士 ・4年制大学卒の方が、倫
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